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別紙             発言の要旨 

発言者 発言の要旨 
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１ 開 会  

 

２ 挨拶 

≪会長挨拶≫ 

 

 

３ 議事 

議題(１)ふじみ野市生きがい学習推進計画の進捗報告につい

て、事務局からの説明をお願いします。 

 

≪ふじみ野市生きがい学習推進計画の進捗管理表の説明≫ 

 

事務局から、ふじみ野市生きがい学習推進計画の進捗状況に

ついて説明がありました。ただ今の説明について、ご質問等あ

りましたらお受けしたいと思います。 

 

アフターコロナの中、参加者が減っている中でどのように市

が周知をできるのでしょうか。人員を割くことができるでしょ

うか。市の構想があると思いますが、どの部分に集中していく

べきかについて、少し考えていく必要があるのではないかと思

います。 

 

情報の提供に対して、市は情報媒体を持っています。有効な

情報提供方法を研究して実践に繋げていきたいと考えていま

す。 

 

アンケート結果をみると、施設を利用している人たちの理解

度は高かったですが、関わっていない人たちの認知度が低くな

っていました。いろいろ努力をしても、受け手側の課題もあり

ます。ぜひ、そういった角度からの審議もお願いできればと思

っています。 

 

進捗管理表について、各部署はアンケート結果の内容を見て

書いたものなのでしょうか。それよりも前の段階で書いたもの

なのでしょうか。 
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アンケート結果を共有する前のものとなっています。 

令和２年度の実績でみると、新型コロナウイルスの影響によ

り、事業の縮小や中止せざるを得ない状況と回答がありまし

た。その中で各課も工夫しながら、今まで対面だけだったもの

をオンラインと同時、いわゆるハイブリッド式でオンライン参

加ができる体制を整えています。本年度以降も、こうした形で

の取り組みを考えていると思います。 

 

オンラインを併用して進めていく中で、ネットに関する事が

難しいという人はいます。オンラインによる取り組みを進める

とともに従前の取り組みも同時に考えていく必要があると思い

ます。 

 

タウンミーティングでは、ふじみ野市のデジタル化等につい

て質問が出たようです。一部の人に限られた情報提供よりも、

幅広い世代の住民が情報を受け取れるようなシステムをデジタ

ル化とともに継続していかないと、提供いただいた情報が無駄

になってしまうと思う。 

 

できない人たちを取りこぼさないための施策を作った方がい

いのではないでしょうか。 

 

このアンケート結果は、各課と共有しているのでしょうか。

それともこれから共有していくのでしょうか。 

 

庁内検討委員会を１９日に開催しており、そこでアンケート

結果の報告を行っています。委員は各課の課長レベルが出席し

ている委員会となっています。 

 

議題(２) 市民アンケート及び団体アンケートの報告につい

て、事務局からの説明をお願いします。 

 

では、議題「（２）市民アンケート及び団体アンケートの報

告について」に移ります。資料３－１に沿って、事務局より説

明いたします。 

アンケートは、１８歳以上の市民、施設を利用する団体、自

治組織及びＰＴＡを対象に行いました。 

令和５年１月から配布し、市民アンケートは令和５年１月３
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１日まで、施設利用団体及び自治組織及びＰＴＡは令和５年２

月１０日までを回答期限としました。アンケート結果について

は、委託業者である Next-i 株式会社の西村さんより説明いた

します。 

 

≪市民アンケート及び団体アンケートの報告≫ 

≪市民アンケート指標項目≫について説明 

 

アンケート結果の中から抜粋して説明をしていただきまし

た。調査から見える課題をまとめていただきましたのでこれら

を参考に質疑をお願いします。 

 

自治組織・ＰＴＡの調査に関して、自治組織の回答率が気に

なります。それぞれの回答率を出せるようでしたら、教えてい

ただきたい。 

 

次回の会議までに、確認してお知らせします。 

 

オンライン学習について、これからオンラインによるものが

非常に重要になり、様々な場面でそれを使わなければならない

時代に入ることは間違いないと思います。オンラインの良さを

生かすのはすごく大事ですが、そこと実体験とのリンク、例え

ばＩＣＴで楽器の弾き方や歌い方といった情報がたくさん出て

いますし、アーカイブもありますが、一番肝心な合奏する喜

び、お互いの音や息遣いを感じながら自分の音楽を出す、具体

的な実体験と結び付けていかないと、まずい時代に入ったと思

っています。この部分を施策の中で結び付けていくことが大事

ではないかと思っています。 

 

協働推進課が展開している事業のなかに、こども大学ふじみ

野という取組みがあります。こちらでは、令和３年度にＺｏｏ

ｍを活用したオンライン講座を実施しました。令和４年度もオ

ンラインの継続も考えていましたが、実体験が必要という中

で、文京学院大学、東入間青年会議所、ふじみ野市が連携して

イオンタウンなどでの体験を計画・実施した実績があります。

今年度も、文京学院大学と調整しながら、様々な事業ができる

ような施策展開を検討しています。 
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今回のアンケートの回収率が、前回よりも下がってしまって

いる。年齢、性別に関してはそれほど偏りがみられないので、

アンケートの結果として、いろんな世代から回答がいただけて

いているように思います。回収率をもう少し上げるための施

策、課題は何かあるのでしょうか。 

 

前回の調査時、未回答者へお礼状兼回答のお願いを出したと

ころ回収率が上がったことから、今回も同じ形で実施し、前回

ほどではなかったのですが回収率は上がりました。また、突出

した数字ではないのですが、Ｗｅｂによる回答をできるように

しました。仮に、Ｗｅｂ回答がなかった場合、その分の回収は

少なくなっていたと思っています。 

 

前回調査は、団体調査という形でやっていて、今回は自治組

織・ＰＴＡ、施設利用者と分けています。全部をトータルでみ

ると、前回よりは多く回答いただけているのかなと感じる。な

かでも自治組織とＰＴＡの回収率は高いことから、それだけ問

題意識があるとも読み取れます。 

 

施設利用者の回答はもう少しあってもよかった。 

 

事前に、アンケートの実施についてＰＲがあってもよかっ

た。 

 

施設利用団体調査では、施設管理者に協力いただいて実施し

ました。今回、小中学校の体育館や校庭を使っている団体に対

して、月次の会議の時に説明に行きお願いをしています。た

だ、同じ時期に施設管理者が実施するアンケートを行っている

施設もあったようなので、混同してしまった団体がないとは言

えない状況です。 

 

「あなたは地域にどのような課題があると思いますか」の設

問に対して、前回調査から環境に関する事の割合が増えていま

す。高齢社会や子育てに関する所はむしろ下がっています。こ

れは市民のどういう反応なのか気になります。今後の施策にも

関係してきます。背景にあるものについて、考えていく必要が

あると思いました。 
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市の施設利用に関して、高齢の方たちに偏っていて、仕事を

している人たちに対して、条件が整っていないのではないでし

ょうか。例えば、図書館は昔、早く閉館する、月曜休館が多か

ったですが、それが変わって、夜８時まで利用できるなど、そ

れで助かっている人は多いと思います。講座に関する要望は非

常に高く、それを夜間に実施することについて、行政としてど

のように考えているのでしょうか。そのあたりを改善すると、

無関心層の掘り起こしにも繋がると思います。 

 

審議会の多くは、平日のこういった時間にお願いしていると

ころもある中、他課では夕方や夜間に開催しているところもあ

ります。 

保健センターでは、パパママセミナーなどを開催していたの

ですが、平日参加が難しい方たちが参加できるよう、土日に開

催していました。すべての事業ではないですが、ニーズと職員

の体制を整えた上で考えていく必要はあると思います。 

 

実際の利用は年齢層が高い人たちに偏っていて、３０～４０

代は仕事と育児が忙しくてそれどころではないというような意

見がありました。今回の調査で少し見えてきたのが、個人で利

用できる施設があると良いと思いました。自治体が運営してい

く事業は、組織への参画という部分もあると思うので、団体が

ペースにあるのですが、「今日、ちょっと行けそう」と思った

時に個別に利用できるといいのではないかと思いました。 

 

団体のみの利用と団体と個人の両方が利用できる施設があり

ます。施設の特性もありますので、その部分を統一するのは難

しいところではあります。個人でも利用ができる、空いていれ

ばすぐ利用できるという部分の広報をしていく必要はあると思

いました。 

 

市の取り組みに関して、重要視したいこともしっかり答えて

もらっています。なかでも、学びをサポートする取組の充実や

学びの環境づくりについて、市民の反応を施策に反映していか

なければと思っています。 

 

生きがい学習に取り組む目的の部分で、７０歳代、８０歳代

は健康や体力づくりの割合が多く、働く世代は資格取得の割合
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大久保会長 

が高くなっていて求めるものが大きく違っています。この部分

と人と人とのつながり、市民の生きがい等三つ巴になっていく

ように思います。中でも、２０～３０歳代はリカレントやリス

キリングなどいろいろあるなか、大きく変わっています。この

部分は国の施策や企業との関連もあるので、難しいところもあ

りますが、施策としての方向性は何かあるのでしょうか。 

 

これまで高齢者の施策は充実してきていると思いますが、働

く世代、時間が無いという理由の中で、どういう提案ができる

のかが大きな課題と思っています。 

 

大井西中学校の近くでは、高齢者の一人住まいが増えていま

す。そして、町会に入っていないので情報がなかなか入りませ

ん。１０年ほど前から、一人住まいの人を呼び集めて、グラウ

ンドゴルフをやっています。場所の予約をお願いしたら、イン

ターネットを利用できない人が多くいました。こういう人に対

する情報の入手方法について考えてもらいたい。 

 

市としてすべての人に同じ情報を同じ時期に届けるのが、本

来の責務と思っていますが、孤立した状態にある人たちがいる

ことも認識しています。各課の取り組みについても、新しい取

り組みだけではなく、弾力的な運用も含めて、これまでのやり

方だけではなく新しいやり方を一緒に考えるとともに、それだ

けでこぼれ落ちてしまう人たちをフォローする事も、やはり各

課で考えていかなければいけない、必要な課題と認識していま

す。 

 

デジタルに関して、一本柱を立ち上げて進めていかないと格

差はどんどん大きくなると思います。市民大学や出張講座を活

用して、どんどん外に出ていかなくてはいけない。遅れという

のは仕方のない部分がありますが、1 人暮らしの人たちのため

に少しでも楽しいことを経験できる市にしていかないと。この

先、1 人暮らしの人は多くなっていくと思います。ふじみ野市

は若い人たちが増えていることもあり、お金のある市だと思っ

ています。今は、企業を誘致し、起業の研究結果を市に反映し

てもらう時代だと思っています。 

 

デジタル化は待ったなしでどんどん進んでいきます。高齢者
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だから仕方がないではなく、地域としてそれをどう受け止め、

支援できるのかというところに課題があると感じました。 

 

自治組織の代表として、危機管理防災課からの依頼で要支援

者名簿の作成をしています。私のところの自治会では、町会を

４つの班に分けて、要支援者の自宅地図と名簿、障がいの程度

を本人の承諾のもとで作成して、万が一災害が起きた場合、救

助支援に向かう体制を整えています。 

松本委員の話にでてきた、元気な一人暮らしの高齢者に関す

る名簿はない。このような人たちの名簿があれば、少し違って

くると思いました。 

 

私たちの自治会は少し特殊で、ＵＲの住人がほとんどです。

専用の掲示板があるのですが、イベントや祭りに関する掲示が

できませんでした。ＵＲに申し入れて掲示ができるようにしま

した。自治会に関する情報が主ではありますが、自治会会員以

外の人たちにも情報が入るようになりました。 

 

議題(２) 市民アンケート及び団体アンケートの報告に関す

る質疑は以上でよろしいでしょうか。 

では、議題「（３）第２期ふじみ野市生きがい学習推進計画

の体系について」に移ります。事務局より説明をお願いしま

す。 

 

第２期計画の施策体系について、説明差し上げます。資料４

をお手元にご用意ください。 

 

≪ふじみ野市第２期生きがい学習推進計画の体系（案） 

の説明≫ 

 

従来の計画より、体系、位置づけが変わってくるという説明

でした。この件について、質疑をお願いします。 

 

学びに関する情報提供体制の充実について、調査結果を見て

も情報提供が非常に重要、中でも広報で情報を得ることが多い

と圧倒的でした。ただ、市のＨＰをみると各課のページに行か

ないと情報が分からないことが多いです。その部分をどこかで

まとめて提示する方法はないのか。この部分は結構課題だと思
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っています。 

もうひとつ、公共施設予約サービスの充実と利用促進に関し

て、かなり予算はかかると思うのですが、施設の情報を一括管

理して入力できる、オンラインでつながったものがあればかな

りの部分が解消されると思います。何年がかりになってしまう

かもしれませんが、こういったものを構築していくのも大切だ

と感じています。 

 

確かに、ホームページを見て応募と言われても、そこに行き

つくまでが大変なことがあります。協働推進課で連携を取っ

て、各課の取り組みが一覧で分かるとわかりやすいです。 

 

見やすさは重視しなければと思います。自己満足的に各課の

取り組みを上げるのではなく、見やすければその講座への参加

率も増えていくと思います。 

 

個人的な話になってしまうのですが、３０年間、小学生の子

どもたちにサッカーの指導をしています。西地区にあるスポー

ツセンター多目的グラウンドは人工芝の良い施設なのですが、

ナイター設備がないので１７時で施設開放が終わってしまいま

す。ナイター設備があれば、中学生や高校生、大人たちの利用

を増やせる。これは非常にもったいない状態。設備投資はかか

りますが、利用料金は入ってくるので、長い目で見ればメリッ

トが多いと感じています。意見として話をさせていただきまし

た。 

 

施設の利用について、利用者にとって手軽に施設を利用でき

ること、手続きの簡便性が高いことは求められると思います。

そのための方法、仕組みづくりをどうしていくのかが課題にな

ってくると思います。なかなか予約が取れない、だから活動で

きないというのも課題ですね。 

示していただいた体系案について、今後、庁内検討委員会等

での議論が進んでいくと思います。今回の策定にあたり、体系

が変わっていきますがこのあたりの理解はいかがでしょうか。 

第２期の体系について、この方向で進めていただくことでよ

ろしいでしょうか。 

次回の会議では、施策や取組みについてもまとめられた体系

を提案いただけるとのことですので、よろしくお願いしたいと



 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

思います。 

それでは、予定した議案がすべて終了しましたので、事務局

にお返ししたいと思います。 

 

次回の協議会は、９月２７日水曜日の１３時半を予定してお

ります。開催通知につきましては、改めてご連絡させていただ

きます。 

先ほど会長からお話がありましたように、計画の体系につき

まして、本日審議いただいた内容やアンケートの結果からみえ

た課題、市民の方たちのニーズを踏まえて検討し、各課との調

整を行っていきます。改めて次回、ご審議いただきたいと思い

ます。 

以上で、令和５年度第１回生きがい学習推進協議会を終了い

たします。 

 

４．閉会 

 

以上 

 

 


